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新型コロナウイルス感染症に係る感染段階レベル等について 

 

１．感染段階レベルの引き下げについて 

県全体の病床使用率は 9月 2８日にレベル２－Ⅰの基準である２０％を下回り

ましたが、医療圏別に見ると、複数の医療圏で病床使用率が 20％を上回っていた

ことから、レベル１への引き下げについては、県全体の病床使用率の動向等をしば

らく見極めてまいりました。 

感染状況はその後も改善傾向で推移し、県全体の病床使用率は、１週間以上レベ

ル１の水準が継続していることから、有識者とも協議した上で、明日 10月 7日か

ら、感染段階を「レベル 1（注意報）」へ引き下げることといたします。 

 

２．県民の皆様へのお願い 

感染状況は落ち着きを取り戻しつつあるものの、一定の感染者数が確認されて

おり、依然として感染のリスクは身の回りに潜んでいることから、県民の皆様に

は、引き続き、以下の対策にご協力をお願いいたします。 

 

①会話時のマスク着用や三密回避、定期的な換気などの基本的な感染防止対

策の徹底を 

②会食の際は、認証店を利用し、マスク会食や密にならない工夫など、感染対

策の徹底を 

③感染不安や発熱などの症状があるときは、外出・登校・登園を控え、自主検

査や医療機関への相談・受診を 

④高齢者や基礎疾患をお持ちの方と接する際は、家庭内でもマスクを着用す

るなど、特に感染対策に注意を 

⑤自らの健康や家族・仲間などの大切な人を守るため、ワクチン接種への  

ご協力を 

オミクロン株対応ワクチンの接種が順次開始(※)されています。接種可能 

な時期を迎えた際には、早めの接種をお願いします。 
(※)開始時期は市町で異なります。詳細はお住まいの市町にご確認ください 
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県内の感染状況及び入院医療の状況等について 10月5日公表時点
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●入院患者：重症3名、中等症・軽症96名 ●宿泊施設療養者：39名

●施設療養者：161名 ●死亡者数（累計）：330名（８０代以上が７割超）

9/18 9/19 9/20 9/21 9/22 9/23 9/24 9/25 9/26 9/27 9/28 9/29 9/30 10/1 10/2 10/3 10/4 10/5

病床
使用率
※１

県全体 40.1%
(42.5%)
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(24.3%)

長崎市 44.6%
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(19.3%)

佐世保市 44.9%
(44.9%)

44.3%
(44.3%)

43.7%
(43.7%)

34.7%
(34.7%)

34.3%
(34.3%)

32.5%
(32.5%)
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(34.0%)

23.1%
(39.0%)
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(36.0%)
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(34.0%)

20.1%
(34.0%)

重症病床使用率 5.0% 5.0% 5.0% 5.0% 5.0% 5.0% 5.0% 5.0% 7.5% 7.5% 7.5% 5.0% 5.0% 5.0% 5.0% 7.5% 7.5% 7.5%

新規感染者数
（１０万人/週）

509人
(355.3人)

302人
(348.8人)

453人
(297.9人)

1008人
(316.8人)

672人
(316.5人)

509人
(308.2人)

273人
(284.0人)

471人
(281.1人)

279人
(279.3人)

381人
(273.9人)

382人
(226.1人)

404人
(205.7人)

346人
(193.3人)

317人
(196.6人)

251人
(179.9人)

137人
(169.1人)

414人
(171.6人)

312人
(166.2人)

指標
レベル１
（注意報）

レベル２ーⅠ
警戒警報

レベル２－Ⅱ
特別警戒警報

レベル３
危機事態警報

レベル４
緊急事態宣言

病床使用率 ー 20％ 35％ 50％ 100％

社会機能の制限状況 ー 一般診療や福祉サービス等への深刻な影響

入院患者数と病床使用率（医療圏別） ※２ 上段 …緊急時の確保病床数 (下段)…現在の確保病床数

県内感染者数（累計）

213,769名

入院患者数と病床使用率（医療圏別）

医療圏 長崎 佐世保県北 県央 県南 本土計 五島 上五島 壱岐 対馬 合計

入院患者数 33 34 18 10 95 0 1 1 2 99

病床数※２ 258
（171）

169
（100）

112
（54）

74
（44）

613
（369）

30
（10）

19
（7）

26
（10）

33
（12）

721
（408）

病床
使用率※２

12.8％
（19.3%）

20.1％
（34.0%）

16.1％
（33.3%）

13.5％
（22.7%）

15.5％
（25.7%）

0％
（0%）

5.3％
（14.3%）

3.8％
（10.0%）

6.1％
（16.7%）

13.7％
（24.3%）

※２ 上段 …緊急時の確保病床数 (下段)…現在の確保病床数

フェーズ 4 4 3 4 ― 2 2 2 2 ―
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レベル１

レベル２-Ⅰ

【判断指標】

病床使用率（%）

[参考指標]

新規感染者数（人口10万人/週）

レベル
２－Ⅰ レベル１

レベル
２－Ⅰ レベル２－Ⅱ

新規感染者数・病床使用率の推移
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レベル２-Ⅱ

レベル３

新規感染者数
（10万人/週）病床使用率

レベル
１ レベル２－Ⅰ レベル１

レベル
２－Ⅰ レベル２－Ⅱ

レベル
２－Ⅰ



感染段階レベル

レベル１
レベル

２-Ⅰ
レベル

２-Ⅱ レベル３ レベル４

警報等 （注意報） 警戒警報
特別警戒
警報

危機事態
警報

緊急事態
宣言
（独自）

＜指標＞
病床使用率 ー ２０％ ３５％ ５０％ 100％

１０月7日から県内の感染段階レベルを１に引き下げ
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⚫ 判断指標である県全体の病床使用率は、 9月28日に２０％を下回ったものの、複数の医療
圏で２０％を超過していたことから、レベル１への引き下げについては、県全体の病床使用
率の動向等をしばらく見極めてきた

⚫ 感染状況はその後も改善傾向で推移し、県全体の病床使用率は、１週間以上レベル１の水準
が継続しており、今後も、オミクロン株に対応したワクチン接種や基本的な感染防止対策を
継続することで、感染状況は低調に推移することが予想される


